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三角形 ABCの内部の 1点 Pを頂点とする 1つの平行四辺形を PQRSとする．Pか
らQへ向かう半直線が三角形ABCの周と交わる点をQ′とし，R′，S′も同様の点とす
る．−→

PQ = a
−−→
PQ′，−→

PR = b
−−→
PR′，−→

PS = c
−→
PS′とおくとき，a+ c ≧ bが成立することを示

せ．（−→
PQなどはベクトルを表わす）


